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県立垂水高等学校の在り方について

～ 大隅地域の公立高校の在り方検討委員会 プレゼンテーション資料 ～

平成23年9月5日
垂水地区検討会

別添説明資料・２
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１．検討経過／目的、組織体制

●存続対策部門（新規立ち上げ）

魅力ある垂水高校づくり
検討会議

【組織】
・垂水市長、副市長、教育長

ほか関係課長で構成
【役割】
・地域振興の視点を踏まえ、

大隅地域における垂水高校
の在り方に関する調査研究

・振興支援計画書の策定

●振興対策部門（既存組織）

垂水高校振興対策協議会

【組織】
・垂水市、議員代表、ＰＴＡ、

小中学校代表、民間団体など
【役割】
・垂水高校振興支援計画書
の実施

【組織体制】 既存組織である「垂水高校振興対策協議会」を効果的に
活用するため、シンクタンク機能として「存続対策部門」
を設置した。
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１．検討経過／目的、組織体制

【目的】 存続対策部門の「魅力ある垂水高校づくり検討会議」において、
次のとおり組織の目標を設定した。

① 垂水高校が本市になくてはならない教育施設として位置付
けされるため、本市全体の共通認識を図っていく。

② 魅力ある「垂水高校」をつくるため、市及び関係団体等が
あらゆる取組を進めていく。

③ 垂水高校振興施策の実現により、高校生の健全な発展に
寄与していく。

④ 垂水高校振興施策の実現により、垂水市の地域活性化を
図っていく。



■■■■■■■■

１．検討経過／目的、組織体制

【経過】 「垂水高校の在り方」及び「垂水高校振興支援計画書」の策定は
は次のような流れで行われた。

現状分析 ◎高校生、中学３年生、保護者を対象に垂高に関する意識調査実施
◎高校進学先の調査：平成23年3月卒業生等の詳細分析

→ 魅力ある垂水高校検討会議 開催

基本方針
づくり

◎現状分析から施策づくりにつながる調査検証報告書や「魅力ある
垂高づくり５つの柱」の設定

→ 魅力ある垂水高校検討会議、地区検討会 開催
パブリックコメントの実施

垂高の
在り方
づくり

◎「垂水高校の在り方」、「垂水高校振興支援計画書」策定
◎振興支援策の実施、取り組み、浸透

→ 魅力ある垂水高校検討会議、地区検討会 開催
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２．調査研究結果／アンケート等

■アンケート調査結果概要
◎回収率 88.4％

◎統合の賛否 反対・存続希望 68％ ／仕方ない 27％
（主な意見）

・廃止されたら遠くの高校に行きながら家のことをするのが大変になる。
・垂水高校は家に近いし、母に心配をかけたくない。
・市外の高校になれば経済的負担により高校に行けない生徒が出てくる。
・高校もないところに若い人はいなくなる。
・進学する高校の選択肢が少なくなることは子供たちにとって大変な事。
・子が垂高に入学したがとてもよい学校。下の子も入りたいと言っている。

◎高校選択の理由（第1位の選択理由）
・高校生 → 通学に便利 ・中学生 → 学校のイメージ
・高校保護者 → 経済的負担 ・中学保護者 → 進学に有利

◎垂水高校の良いところ・改善すべきところ
（良いところ）

・少人数でコミュニケーションがよく、みんなが活躍できる。
・先生方の指導が丁寧。また、就職率も高い。

（改善すべきところ）
・学校施設の改善や学校イベントの充実 など
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２．調査研究結果／アンケート等

■進学先等の調査

【主な分析結果】

①垂水市の生徒は普通科、家庭科に入学
する生徒が少ないのか？
→垂水市の生徒の普通科進学率は、
県平均と比較しあまり変わらない。

→垂水市の生徒の家庭科進学率は、
県平均と比較しかなり多い。

②垂水市の生徒は私立の高校へ進学する
生徒が多いのか？
→垂水市の生徒の公立、私立別の進学
率は県平均とあまり変わらない。

③垂水市の生徒はなぜ市外の普通科に
進学するのか？
→市外は大隅学区、鹿児島学区、
姶良・伊佐学区の俗に言う偏差値
の高い「進学校」に進学している。

学区 高校名（進学者数） 学区
進学者数

大隅学区 垂水高校(20） 20人

大隅学区 鹿屋高校(12)
鹿屋女子高校(4)
鹿屋中央高校(2)

18人

鹿児島学区 甲南高校(1)
鹿児島中央高校(4)
鹿児島玉龍高校(2)
樟南高校(1)
鹿児島実業高校(2)
鹿児島城西高校(2)
鹿児島純心高校(2)
鹿児島情報高校(2)

16人

姶良伊佐学区 国分高校(2) 2人

◎垂水市の中学卒業後の進路状況を調査し、その特徴
についてまとめたもの

●垂水中央中平成23年3月卒業生の普通科進学状況



■■■■■■■■

２．調査研究結果／アンケート等

■地域間格差 ◎地域間格差を生徒が教育を受ける環境面（通学時間
や通学に要する経費）から検討したもの

【主な分析結果】

①地元進学率と鹿屋市への進学率
→垂水市：地元 25.5％

鹿屋 27.6％
※他市町に比べ地元が高く、

鹿屋市へは低い。

②通学費
→鹿屋市への通学費は、
金額が高い順に、肝付町、
大崎町、垂水市、南大隅町
志布志市、曽於市の順

③通学距離等
→右図のとおり。
なお、各校間30分以内を目安
に５つの圏域を設定してみた。
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２．調査研究結果／アンケート等

■少子化視点

◎少子化による生徒数の減少は避けら
れないことから、少子化に対応した
垂水高校の在り方を検討した。

【分析結果】
①平成31年度のシミュレーション
→現在の大隅地域内への進学率を

あてはめると、現在の49クラス
が、41クラス以下となる見込み。

②学科設定について
→地域間格差の是正から圏域設定を

行ったが、この圏域ごとに普通科
の配置及び特色ある学科の配置を
検討すべきである。

→垂水高校は、大隅地域内における
家庭系学科の拠点校にする。

③小規模校の特色
→小規模校の利点を生かし、進学先

の選択肢の一つとなるようにする。



市・関係団体
垂水高校振興支援計画書の提示・実現

県・県教育委員会の理解、指導、支援

■■■■■■■■

３．垂水高校の在り方

地域に貢献し、地域に支えられる学校

■地域に貢献する高校
■地域に支えられる高校
の２つの具体的イメージ
を示した。

垂水高校の経営方針
魅力ある学校づくりの実現

◎これまでの調査分析結果をもとに、垂水市に垂水高校がなくてはならない
ものであり、今後どうあるべきかを次のようにまとめた。

（成果）
生徒の夢実現、地域活性化
青少年健全育成････
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４．現状報告

【主な内容】
◎毎月２ページ
掲載予定

◎中学生をメイ
ンターゲット
にしたデザイ
ン

◎高校の情報を
分かりやすく
掲載。
毎月、高校と
企画会議を開
催予定

◎垂水高校をはじめ、行政・民間団体がすでに
振興支援策を行っています！！

■広報誌／広報たるみず の活用
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４．現状報告 ◎垂水高校をはじめ、行政・民間団体がすでに
振興支援策を行っています！！

■広報たるみず９月号
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４．現状報告

【主な内容】
◎フェスタの
スタッフと
して活動

◎イベントに
おいて垂水
高校をＰＲ

◎花火打上前
の弓道部の
演出は感動！

◎垂水高校をはじめ、行政・民間団体がすでに
振興支援策を行っています！！

■垂水市観光ＰＲ隊 たるみずフェスタで大活躍！！
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４．現状報告

◎写真左上：
フェスタスタッフだけでなく、
盆踊りにも率先して参加

◎写真左下・右上：
生活デザイン科のアピールタイム中

◎垂水高校をはじめ、行政・民間団体がすでに
振興支援策を行っています！！

■垂水市観光ＰＲ隊 たるみずフェスタで大活躍！！
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４．現状報告

【主な内容】
◎民間視点の
取り組み

◎生徒の活力
づくり

→勉強の意欲
もでてきた

◎まちの活性
化に効果

→いずれは
全国レベルへ

◎垂水高校をはじめ、行政・民間団体がすでに
振興支援策を行っています！！

■よさこいチーム結成 NPOまちづくりたるみず
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４．現状報告

◎写真上：地域住民が見守る中、小中高校生
連携で練習中の場面

◎写真右上・右下：フェスタでのお披露目

◎垂水高校をはじめ、行政・民間団体がすでに
振興支援策を行っています！！

■よさこいチーム結成 NPOまちづくりたるみず



◆魅力
◆振興支援策の立案

■目 標 17項目
■振興策 21項目

※振興策実現の施策、
アイデアの指針 46項目

■支援策 46項目

◆振興支援策の推進

■振興対策協議会で進捗確認

■■■■■■■■

５．実現の方策／５つの柱、振興支援策

◆魅力ある垂水高校づくり

５つの柱

■基本方針１：学校のイメージアップ

■基本方針２：進学・就職の充実

■基本方針３：未来を担う人材づくり

■基本方針４：垂水市の地域振興

■基本方針５：垂水高校と関係団体との連携


